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令和３年度浅川清流環境組合決算審査意見について 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第２項の規定に基づき、審査に付

された令和３年度浅川清流環境組合決算を審査した結果、次のとおり意見を付します。 
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注 記 

イ 文中に用いる金額は、原則として千円単位で表示し、単位未満を四捨五入した。

そのため、合計等と符合しない場合がある。 

ロ 比率（％）は、原則として小数点以下第２位を四捨五入した。 

ハ 構成比率については、内訳の計が１００.０％とならない場合がある。 
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令和３年度浅川清流環境組合決算審査意見書 

 

 

第１ 審査の概要 

 

１ 審査の種類 

  地方自治法第２３３条第２項の規定による審査 

 

２ 審査の対象 

(1) 令和３年度浅川清流環境組合一般会計歳入歳出決算 

(2) 令和３年度浅川清流環境組合一般会計歳入歳出決算事項別明細書 

(3) 令和３年度浅川清流環境組合一般会計実質収支に関する調書 

(4) 令和３年度浅川清流環境組合財産に関する調書 

 

３ 審査の期間 

  令和４年６月３０日から令和４年９月１２日まで 

 

４ 審査の着眼点及び実施内容 

  審査にあたっては、管理者から提出された一般会計決算書及び付属書類につい

て、地方自治法等関係法令に準拠して調製されているかどうか、決算の計数は正

確であるか否かを検証するとともに、予算は適正に執行されているかを主眼とし

て、関係書類、帳票類と照合その他通常実施すべき審査手続きにより実施した。 

  なお、本審査は浅川清流環境組合監査基準に準拠し実施した。 
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第２ 審査の結果 

 

１ 総 括 

  令和３年度浅川清流環境組合一般会計の歳入歳出決算の総額は、表１に示す 

とおりである。 

  審査に付された一般会計の決算書及び決算付属書類は、地方自治法及び関係法 

令の規定に従い、会計原則に沿って作成されている。総括的に予算の執行状況を 

みると、地方自治法及び関係法令等に基づき事務処理がなされ、概ね適正に執行 

されていることが認められた。 

  更にこれらの計数についても、関係諸帳票及び証書類と照合した結果いずれも 

符合し、また出納閉鎖日（令和４年５月３１日）現在における令和３年度歳計剰 

余金と、指定金融機関が発行した証書類とを照合検算した結果、その金額は合致 

しており、当年度における決算を適正に表示しているものと認められた。 

 

表１ 

令和３年度一般会計歳入歳出決算総括表 

  （単位：円：％） 

 

 

 

 

 

 

表２ 

                      款 別 歳 入 状 況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続費逓次 繰越明許費 事故繰越

決　算　額 収入率 決　算　額 執行率 繰  越  額 繰  越  額 繰 越 額

1,359,420,000 1,378,255,690 101.4 1,271,419,484 93.5 106,836,206 0 0 0 106,836,206

予 算 現 額
歳　　　　　出 歳入歳出決算

差 引 残 額

歳　　　　　入
翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額

予算現額　（Ａ） 調 定 額　（Ｂ） 収入済額　（Ｃ）

1
分 担 金 及 び
負 担 金

878,776,000 878,776,000 878,776,000

2 繰 越 金 181,709,000 181,708,430 181,708,430

3 諸 収 入 298,935,000 317,771,260 317,771,260

1,359,420,000 1,378,255,690 1,378,255,690合　　　　　　計

                   区　　分

　款　　別

令　　　和　　　３ 
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２ 一般会計 

(1) 歳入決算状況 

① 款別歳入状況 

款別歳入状況の年度比較は、表２に示すとおりである。 

歳入決算額は、１３億７,８２５万６千円で前年度決算額１３億９,３８４

万４千円と比べ、１,５５８万９千円（１.１％）の減少となっている。予算

現額１３億５,９４２万円に対しては、１０１.４％の収入率で前年度１０７.

０％と比べ５.６ポイントの減少を示し、調定額１３億７,８２５万６千円に

対しては、１００.０％の収入率で前年度と同一である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 比 較 表 
                                      （単位：円：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算現
額対比

調定額
対比

令和２年度

不納欠損額 収入未済額
(C)/(A)
×100

(C)/(B)
×100

収入済額 (D)
増減額(E)
(C)－(D)

比率
(E)/(D)×100

0 0 63.8 100.0 100.0 929,404,000 △ 50,628,000 △ 5.4

0 0 13.2 100.0 100.0 74,676,988 107,031,442 143.3

0 0 23.1 106.3 100.0 389,763,493 △ 71,992,233 △ 18.5

0 0 100.0 101.4 100.0 1,393,844,481 △ 15,588,791 △ 1.1

  年　　　度 収　入
済　額
構成比

対 前 年 度
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②  歳入決算状況の内訳 

  款１ 分担金及び負担金 

 歳入決算額は、８億７,８７７万６千円で前年度決算額９億２,９４０万

４千円と比べ、５,０６２万８千円（５.４％）の減少となっている。予算

現額８億７,８７７万６千円に対しては、１００.０％の収入率で前年度と

同一である。調定額８億７,８７７万６千円に対しては、１００.０％の収

入率で前年度と同一である。 

 

内訳は、組合構成市負担金で、事務経費負担金が５億７,８７７万６千円、

周辺環境整備負担金が３億円となっている。 

 

 各市の負担額は、日野市が事務経費負担金として２億６,３３４万円、 

国分寺市が事務経費負担金及び周辺環境整備負担金として３億１,２５１

万９千円、小金井市が事務経費負担金及び周辺環境整備負担金として３億 

２９１万７千円となっている。 

     

   款２ 繰越金 

     歳入決算額は、１億８,１７０万８千円で前年度決算額７,４６７万７千

円と比べ、１億７０３万１千円（１４３.３％）の増加となっている。予

算現額１億８,１７０万９千円に対しては、１００.０％の収入率で前年度

と同一である。調定額１億８,１７０万８千円に対しては、１００.０％の

収入率で前年度と同一である。 

 

  款３ 諸収入 

     歳入決算額は、３億１,７７７万１千円で前年度決算額３億８,９７６万

３千円と比べ、７,１９９万２千円（１８.５％）の減少となっている。予算

現額２億９,８９３万５千円に対しては、１０６.３％の収入率で前年度１３

０.７％と比べ２４.４ポイントの減少を示し、調定額３億１,７７７万１千

円に対しては、１００.０％の収入率で前年度と同一である。 

     内訳は次のとおりである。 

    ・預金利子 

     歳入決算額は、５千円で前年度決算額１万２千円と比べ、７千円（５６.
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８％）の減少となっている。予算現額１千円に対しては、５０２.８％の

収入率で前年度１,１６３.９％と比べ６６１.１ポイントの減少を示し、

調定額５千円に対しては、１００.０％の収入率で前年度と同一である。 

    ・雑 入 

     歳入決算額は、３億１,７７６万６千円で前年度決算額３億８,９７５万

２千円と比べ、７,１９８万６千円（１８.５％）の減少となっている。予

算現額２億９,８９３万４千円に対しては、１０６.３％の収入率で前年度

１３０.７％と比べ２４.４ポイントの減少を示し、調定額３億１,７７６

万６千円に対しては、１００.０％の収入率で前年度と同一である。 

 

(2)  歳出決算状況 

①  款別歳出状況 

款別歳出状況の年度比較は、表３に示すとおりである。 

歳出決算額は、１２億７,１４１万９千円で前年度決算額１２億１,２１３

万６千円と比べ、５,９２８万３千円（４.９％）の増加となっている。予算

現額１３億５,９４２万円に対しては、９３.５％の執行率で前年度９３.

１％と比べ０.４ポイントの増加を示している。 

 

 

 

 

表３ 

            款別歳出状況 年度比較表 
（単位：円：％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

決算額 決算額

構成比 構成比

1 議会費 5,893,000 4,234,420 71.9 0.3 5,909,000 4,277,036 72.4 0.4 △ 42,616 △ 1.0

2 総務費 653,909,000 615,943,968 94.2 48.4 548,871,000 516,568,038 94.1 42.6 99,375,930 19.2

3 事業費 641,420,000 613,044,900 95.6 48.2 697,077,000 676,471,940 97.0 55.8 △ 63,427,040 △ 9.4

4 公債費 38,198,000 38,196,196 100.0 3.0 32,154,000 14,819,037 46.1 1.2 23,377,159 157.8

5 予備費 20,000,000 0 0.0 0.0 18,209,000 0 0.0 0.0 0 0.0

1,359,420,000 1,271,419,484 93.5 100.0 1,302,220,000 1,212,136,051 93.1 100.0 59,283,433 4.9

対　前　年　度

予　算　現　額 決　　算　　額 執行率 予 算 現 額 決　算　額 執行率 増  減  額 比　率

合　　　計

 　　 区　分

  款　別

令　　和　　３　　年　　度 令　　和　　２　　年　　度
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② 歳出決算状況の内訳 

   款１ 議会費 

      歳出決算額は、４２３万４千円で前年度決算額４２７万７千円と比べ、 

４万３千円（１.０％）の減少となっている。予算現額５８９万３千円に

対しては、７１.９％の執行率で前年度７２.４％と比べ０.５ポイントの

減少を示している。 

 

款２ 総務費 

歳出決算額は、６億１,５９４万４千円で前年度決算額５億１,６５６万 

８千円と比べ、９,９３７万６千円（１９.２％）の増加となっている。 

予算現額６億５,３９０万９千円に対しては、９４.２％の執行率で前年 

度９４.１％と比べ０.１ポイントの増加を示している。 

 

   款３ 事業費 

歳出決算額は、６億１,３０４万５千円で前年度決算額６億７,６４７万 

２千円と比べ、６,３４２万７千円（９.４％）の減少となっている。予 

算現額６億４,１４２万円に対しては、９５.６％の執行率で前年度９７. 

０％と比べ１.４ポイントの減少を示している。 

 

款４ 公債費 

歳出決算額は、３,８１９万６千円で前年度決算額１,４８１万９千円と 

比べ、２,３３７万７千円（１５７.８％）の増加となっている。予算現 

額３,８１９万８千円に対しては、１００.０％の執行率で前年度４６. 

１％と比べ５３.９ポイントの増加を示している。 

  

款５ 予備費 

歳出決算額は０円で、前年度決算額と同一である。 

 

   ③ 予備費充当の状況 

予備費の充当状況は、０件となっている。（表４予備費充当状況表はない。） 

 

    ④ 予算の流用（歳入歳出決算事項別明細書に記載される流用）状況 

     当年度予算の流用（歳入歳出決算事項別明細書に記載される流用）状況は、 
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   表５に示すとおりである。 

 

  表５ 

予算の流用状況表 

流用元                                （単位：円：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
流用先                                （単位：円：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※本表は、当該年度の流用のうち、歳入歳出決算事項別明細書に記載のあるものについて示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

金　　額 件数 金　　額 件数

1 報 酬 12 委 託 料

2 給 料 13 使 用 料 及 び 賃 借 料

3 職 員 手 当 等 703,000 1 14 工 事 請 負 費

4 共 済 費 15 原 材 料 費

5 災 害 補 償 費 17 備 品 購 入 費

7 報 償 費 18
負 担 金 、 補 助
及 び 交 付 金

8 旅 費 21
補 償 、 補 填
及 び 賠 償 金

9 交 際 費 22
償 還 金 、 利 子
及 び 割 引 料

10 需 用 費 29,000 2 26 公 課 費

11 役 務 費 732,000 3

節　　　別 節　　　別

合　　　計

金　　額 件数 金　　額 件数

1 報 酬 12 委 託 料

2 給 料 13 使 用 料 及 び 賃 借 料 29,000 2

3 職 員 手 当 等 14 工 事 請 負 費

4 共 済 費 15 原 材 料 費

5 災 害 補 償 費 17 備 品 購 入 費

7 報 償 費 18
負 担 金 、 補 助
及 び 交 付 金

703,000 1

8 旅 費 21
補 償 、 補 填
及 び 賠 償 金

9 交 際 費 22
償 還 金 、 利 子
及 び 割 引 料

10 需 用 費 26 公 課 費

11 役 務 費 732,000 3合　　　計

節　　　別 節　　　別
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３ 財産に関する調書 

(1) 土地及び建物 

当年度末現在における土地及び建物に関する調書については、法令に準拠し 

て作成されており、概ね適正に表示されているものと認められた。 

     当年度末現在における状況は、表６に示すとおりである。 

   

表６ 

（単位：㎡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 基 金 

基金の当年度末残高は預金収支報告書及び残高証明書等との照合により誤り

のないことを確認した。基金の状況は、表７に示すとおりである。 

 

  表７ 

  財政調整基金                                 （単位：円） 

 

 

 

 

 

増 減

0 90,855,000 90,855,000現　　金

区　　　　　　分
決算年度中増減高

前年度末現在高 決算年度末現在高

0

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 14,998.20 0.00 14,998.20 14,998.20 0.00 14,998.20

行
　

政
　
財

　
産

可燃ごみ処理施設

土地（地積）

 

    0.00

 

    0.00

 

    0.00

合　　　　計

 

    0.00

区　　　　分

建                                           物

木造（延面積）

 

    0.00

 

    0.00

非木造（延面積）

 

14,998.20

 

    0.00

 

14,998.20

延面積計

 

    0.00

 

 
14,998.20

 

14,998.20
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第３ 意見・要望等 

 

 浅川清流環境組合は、日野市、国分寺市、小金井市の３市により、ごみ処理施設

の設置及び運営等を共同で行うことを目的として、平成２７年７月１日に設立され

た一部事務組合である。 

令和３年度は、組合設立７年目となり、可燃ごみ処理施設の本格稼働の２年目で

ある。 

歳入決算額は１３億７,８２５万６千円で、前年度決算額１３億９,３８４万４千

円と比較すると１,５５８万９千円（１.１％）の減少となっている。主な要因とし

て、前年度繰越金に１億７０３万１千円（１４３.３％）の増加があったが、事務経

費負担金で５,０６２万８千円（８.０％）の減、余剰電力売電料で７,４２５万４千

円（１９.２％）の減となったものによる。 

歳出決算額は１２億７,１４１万９千円で、前年度決算額１２億１,２１３万６千

円と比較すると５,９２８万３千円（４.９％）の増加となった。主な要因として、

財政調整基金９,０８５万５千円及び組合債元金償還関係経費２,２０８万１千円が

皆増、ごみ処理施設建設環境影響評価事後調査業務委託料が５,８２２万１千円（７

５.８％）の減となったものによる。 

 予算の執行管理については、概ね適正に処理されていた。 

施設運営にあたっては、今後も３市の連携を密にするとともに、市民に対して積

極的に情報発信を行い、周辺環境に配慮した安全・安心な施設運営に努められたい。 

 

 


